
 

 

 

 

 

 低学年分科会 中学年分科会 高学年分科会 特別支援学級分科会 

目
指
す
児
童
像 

〇身近な人と関わりながら、

自分の思いや考えを表現

しようとする子 

〇自分や他者のよさに気付

き、人・もの・ことにすす

んで関わったり、自分の思

いや考えを表現したりし

ようとする子 

〇自分や他者のよさを生か

しながら、最後まで粘り強

く取り組んだり、自分の考

えをすすんで表現したり

しようとする子 

〇身近な人やものと関わる

ことを楽しむとともに、そ

れらのよさを受け入れな

がら、創り出そうとする子 

単
元
導
入
の
工
夫 

【生活科】 

〇自分の地域にはどのよう

な人が住んでいるのかを

調べたり、どのようなもの

があるのかを見付けたり

する活動を取り入れる。 

〇すすんでものづくりに取

り組むことができるよう

にするために、相手意識を

明確に設定する。 

【総合的な学習の時間】 

〇自分たちの地域のよさや

課題を知る活動を取り入

れる。 

〇すすんで問題を解決する

ことができるように、児童

の興味関心のある内容や

自分事として捉えること

ができるような課題を設

定することができるよう

にする。 

【おおたの未来づくり】 

〇地域の人の願いを知るこ

とを通して、課題を解決し

ようとする意識を高める

機会を設定する。 

〇自分たちの地域のよさを

想起する活動を取り入れ、

地域の課題を解決するた

めのコンセプトを設定す

ることができるようにす

る。 

【生活単元学習】 

〇児童の生活や学習経験か

ら、関心がもてるような課

題を設定する。 

〇取組の過程やゴールを視

覚的に捉えられるように

し、活動への関心をもつこ

とができるようにする。 

 

 

学
習
の
展
開
の
工
夫 

〇学習の見通しをもつため

に、単元の流れが分かるよ

うな掲示物を作成し、進捗

状況を確かめることがで

きるようにする。 

〇ものづくりの楽しさを味

わうために、満足できるま

で繰り返し制作できるよ

うにする。 

〇学習の見通しをもつため

にワークシートを活用し

て進捗状況を確かめるこ

とができるようにする。 

〇課題設定の場面では、現代

社会が抱えている課題な

どを意識して、児童の興味

関心のあるものを取り上

げ、多角的にテーマを設定

することができるように

する。 

〇学習の見通しをもつため

にワークシートを活用し

て進捗状況を確かめるこ

とができるようにする。 

〇地域のよさに気付き、他者

に伝わるようにするため

の工夫について考えなが

ら、ものづくりに取り組む

ことができるようにする。 

〇提案→助言→修正のサイ

クルを繰り返しながらも

のづくりに取り組むこと

ができるようにするため

に、試行錯誤する時間を十

分に確保する。 

〇繰り返し取り組む場を設

定しながら自信がもてる

ようにし、活動への意欲が

継続できるようにする。 

〇活動の流れや目指す事柄

を視覚的に捉えやすいよ

うにする。 

〇児童の実態に応じて個別

の課題やスモールステッ

プの活動過程を設定し、安

心して取り組むことがで

きるようにする。 

話
し
合
い
や
発
表
の
場
の
工
夫 

〇交流や発表を通して、自分

たちのよさや友達のよさ

に気付くことができるよ

うにする。 

〇発表の場を複数回設ける

ことで、見付けた課題を修

正し、次に生かすことがで

きるようにする。 

〇交流や発表を通して、自分

たちのよさや友達のよさ

に気付き、伝えることがで

きるようにする。 

〇発表の場を複数回設ける

ことで、見付けた課題を修

正し、次に生かすことがで

きるようにする。 

〇交流や発表を通して、自分

や友達のよさについて伝

え合い、ものづくりや地域

の創生に生かすことがで

きるようにする。 

〇発表の場を複数回設ける

ことで、見付けた課題を修

正し、次に生かすことがで

きるようにする。 

〇聞く場面でのよい態度や

言動について例示し、話し

合いにつながる態度を養

う。 

〇選択して答えたり、自分の

言葉で伝えたりする等、児

童の実態に応じて話合い

活動に参加できるように

する。 

〇話型等を例示しながら伝

えたいことが伝えられる

ようにする。 

 

 
I 
C 
T 
の 
活 
用 

〇学習の過程を残し、自分た

ちの成長について振り返

ることができるようにす

る。 

〇学習の過程を記録して振

り返ったり、他者との協働

やまとめ、振り返りに活用

したりする。 

〇自分の考えを表現するた

めのツールとして活用す

ることができるようにす

る。 

〇学習の記録を残したり、他

者との協働やまとめ、取り

組みの改善、振り返りに活

用したりする。 

〇自分の考えを相手に明確

に伝えるためのツールと

して活用することができ

るようにする。 

〇学習の過程を記録して残

し、自分たちの取組の様子

を振り返ることができる

ようにする。 
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